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本格的な夏の訪れを告げる「アユ釣り」が、 6月26日、解禁になりました。千曲川 の上田橋付近で

は東京、崎 liなど|謁東地方からも釣リマニアが訪れ、連日にぎわっています。今年は天候に恵まれた

こともあり、アユの成育は順調のようです。(7月 3日、上回橋下流で)
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市民と市長の日

「市民と市長の日」を 8月2日明)午

前9時から午後4時ミで、市役所3階
市長室で行います。お気軽におでかけ

ください。
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農地問題相談日

「農地問題相談I を8月2日(月)午前

8時30分から午後h時まで、市役所2
階農業委員会事務局で行います お気

軽におでかけください。
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6月定例市議会

-農林など重点に補正教育

6月定例市議会が、 6月 8日から25日まで、 18日間

の会期で聞かれました。今回の市議会では、「上田市別

所温泉森林公園設置条例の制定案Jf昭和57年度上田市

一般会計補正予算案Jf暴力追放に関する決議Jf収入役

の選任」など39議案が審議され、すべて可決・承認さ

れました。

補正予算の主な内容(一般会計)

350万円

160万円

3億8，340万円

2，600万円

lf.~ 3 ， 100万円

7，500万円

150万円

1，370万円

118万円

200万円

1，800万円

*総務費

丸子実高創立70周年事業補助金

市周辺交通状況調査委託料

*民生費

盲人用信号機設置(八幡神社入口)

児童手当(法改正特例給付分)

*衛生費

成人病予防健診心屯計(保健センター)

空き缶投げ捨て防止看板

下塩尻山根集会所建設工事

*農林水産業費

転作促進特別対策事業補助金 H意3，111万3千円

非補助土地改良事業(小牧橋) 3億円

塩尻地区こころのふれあうまちっく り

長池弘宅備事業工事費

*商工費

商業近代化地域計画策定補助

庭球コート西側公衆便所改修工事

*土木費

歩道設置工事(川原柳豊里線)

横断歩道橋工事(川原柳豊里線)

道路新設改良工事(小牧川辺町線)

上 田駅周辺土地区画A調査

7jIJ所公園用地費

*消防費

消防団地設箆備工事費 1，415万円

非常一斉放送装置設置(工事費・補助金)575万3千円

*教育費

南小学校新築工事(鉄筋3F-3棟)

第二中学校原峠分室増築工事

第五中学校増築工事

市営聖子球場照明新設工事

550万円

3，000万円

300万円

240万円

2，320万円

1，500万円

1億8，200万円

400万円

2，980万円条
例
の
制
定
・
改
正

廃
棄
物
処
理
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し、

し
尿
く
み
取
り
料
金
を
十
八
リ
y

ト
ル
当
り
四
円
引
き
上
げ
、
百
円
に
改

定
し
ま
し
た
。



第 867号ー

校舎が増築されるニとになった第二中学校原峠分室
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収
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廃
棄
物
処
理
審
議
会
の
答
申
を
尊
重

し
、
し
尿
く
み
取
り
料
金
を
十
八
リ
ッ

ト
ル
当
り
四
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引
き
上
げ
、
百
円
に
改

定
し
ま
し
た
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マ
上
田
市
特
別
児
童
年
金
条
例
の
一
部

改
正
身
体
な
ど
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
児

童
の
う
ち
、
福
祉
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
児
童
に
支
給
し
て
い
る
特

別
児
童
年
金
月
舗
の
引
き
上
げ
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
児
童
福
祉
の

増
進
を
図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
別
所
温
泉
森
林
公
園
設
置
条

例
の
制
定

別
所
温
泉
森
林
公
園
が
完
成
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
設
置
を
定

め
る
た
め
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園

は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
自
然
環

境
の
す
ぐ
れ
た
森
林
を
保
護
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
利
用

の
増
進
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
の
保
健
、
休
養
な
ど
の
場
と

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

意
見
書
・
決
議

*
農
業
政
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書

わ
が
国
の
農
業
は
、
生
産
規
制
、
資

材
質
高
騰
、
生
産
労
働
力
の
流
出
、
外

国
農
産
物
攻
勢
並
び
に
臨
調
の
農
業
合

理
化
路
線
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
経
営
環

境
の
悪
化
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

よ
っ
て
政
府
は
、
農
業
経
営
の
安
定

を
は
か
る
た
め
、
次
の
事
項
の
実
現
に

つ
い
て
速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
強

〈
要
請
し
ま
す
。

付
、
食
組
・
炭
業
政
策
の
基
本
・
:
農
産

物
の
需
要
拡
大
対
策
の
強
化
、
民
び

に
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
・
枠
拡
大

の
阻
止
な
ど
食
糧
安
全
保
障
制
度
の

確
立
を
は
か
る
な
ど
。

口、

稲
作
経
営
の
強
化
・
安
定
:
・
第
三

次
土
地
改
良
長
期
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
な
ど
。

ω、
水
田
利
用
再
編
対
策
:
・
転
作
面
相

は
現
状
で
凍
結
す
る
こ
と
な
ど
。

仙
、
食
管
制
度
の
堅
持
・
健
全
化
・:
食

管
制
度
の
根
幹
を
堅
持
し
、
政
府
に

よ
る
米
の
全
量
管
理
の
責
任
あ
る
対

策
を
講
ず
る
こ
と
な
ど
。

こ
の
他
、
凶
国
内
産
麦
優
先
体
制
の

確
立
、
山
w
麦
生
産
振
興
・
流
通
対
策
、

同
麦
需
給
調
援
対
策
、
川
昭
和
五
十
七

年
産
米
・
麦
生
産
者
価
絡
に
つ
い
て
も

実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

*
交
通
渋
滞
対
策
の
た
め
の
堤
防
利
用

に
関
す
る
意
見
書

近
年
、
都
市
周
辺
の
道
路
は
自
動
車

交
通
量
の
増
大
に
よ
り
、
渋
滞
現
象
が

年
々
著
し
く
な
り
、
こ
の
た
め
地
域
の

産
業
経
済
を
始
め
日
常
生
活
に
も
大
き

な
支
障
を
来
た
し
て
い
ま
す
。
当
市
と

し
て
も
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、

道
路
の
新
設
、
拡
幅
改
良
な
ど
に
鋭
意

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
早
期
渋
滞

解
消
の
一
環
と
し
て
河
川
の
堤
防
利
用

が
住
民
の
強
い
要
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

改
定
率
に
準
じ
て
改
定
し
、
四
月

一
日

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
し
ま
し
た

-

マ
上
回
市
廃
棄
物
の
処
理
及
ぴ
清
婦
に

柏
崎
す
る
条
会創刊
の
』
活
協
主
主

よ
っ
て
、

政
府
は
交
通
渋
滞
対
策
と
し

て
、
堤
防
の
道
路
利
用
促
進
を
図
る
よ

う
強
〈
要
請
し
ま
す

*
暴
力
追
放
に
関
す
る
決
議

五
月
末
の
組
織
暴
力
団
同
土
の
抗
争

ぃ
事
件
は
、
市
民
に
危
険
と
不
安
感
を
与

え
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
、
暴
力
行
為

に
よ
っ
て
民
主
主
義
が
じ
ゅ
う
り
ん
さ

れ
、
市
民
生
活
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に

対
し
強
い
憤
り
を
覚
、
え
る
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
全
市
民
の
総
力
を
結
集
し
、

平
和
で
明
る
い
郷
土
の
袋
詰
を
図
る
た

め
、
す
べ
て
の
暴
力
を
恨
絶
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
本
市
議
会
は
、

民
主
的
な
市
民
社
会
の
発
展
を
願
い
、

市
民
生
活
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る

た
め
に
暴
力
組
織
の
壊
滅
を
図
リ
、
あ

ら
ゆ
る
暴
力
を
追
波
す
る
こ
と
を
こ
こ

に
決
議
す
る
。

*
北
陸
新
幹
線
の
早
期
着
工
に
関
す
る

決
議
全
国
新
幹
線
鉄
道
盤
備
法
の
趣
旨
を

踏
ま
、ぇ、

地
元
と
し
て
は
相
応
の
協
力

を
す
る
方
針
で
あ
る
。
よ
っ
て
国
は
、

早
急
に
公
的
助
成
な
ど
具
体
的
、
適
切

な
措
置
を
講
じ
、
五
十
七
年
度
早
期
に

着
工
す
る
こ
と
を
強
し
要
望
す
る
。
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意
見
舎
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
「
た
ば

こ

・
塩
専
売
制
度
め
存
続
に
関
す
る
立

見
書
」
「
核
兵
器
完
全
禁
止
と
軍
縮
に

関
す
る
立
見
書
」
「
第
九
次
道
路
終
備

五
か
年
計
画
の
策
定
に
関
す
る
意
見
書
」

も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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育
線
テ
レ
ビ
の
回
線
を
利
用

消
防
署
の
緊
急
情
報
を
家
庭
に

【実施は9月から‘|

上
田
市
は
、
九
月
一
日
か
ら
、
火
災

や
地
謀
な
ど
消
防
著
か
ら
の
災
害
に
関

す
る
緊
急
の
一
斉
指
令
放
送
を
、
有
線

テ
レ
ビ
の
回
線
を
利
用
し
て
、
市
街
地

の
一
般
家
庭
に
流
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
周
辺
部
に
は
有
線
放
送

が
あ
り
、
消
防
署
か
ら
の
緊
急
情
報
は
、

え

消
防
署
か
ら

ニ~主〉

つ

火
災
発
生
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

広報

上
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目
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号

五
月
二
卜
五
日
、
六
月
十
一
日
、
ペ

月
二
十
一
日
の
三
回
に
わ
た
り
上
田
地

方

を

ょ

う

ま

、
り
ん
ご
、

被
安
りロ
の
大
き

シ
で
つ

こ
の
有
線
放
送
を
利
用
し
て
一
般
家
庭

に
流
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
街
地

で
は
広
報
単
に
よ
る
伝
達
の
た
め
、
範

囲
が
限
ら
れ
、
徹
底
し
に
く
い
点
も
あ

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
は
有
線
テ
レ
ビ
「
上
回

ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
有
線
テ
レ
ビ
の
回
線
を
利
用

し
て
緊
急
指
令
放
送
を
流
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
有
線
テ
レ
ビ
に
加

入
し
て
い
る
家
庭
、
事
業
所
に
受
信
機

を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
消
防
署
か
ら
の

緊
急
情
報
を
そ
の
ま
ま
流
す
シ
ス
テ
ム

で
す
。
受
信
機
は
テ
レ
ビ
と
併
用
で
、

い
つ
で
も
受
信
・
放
送
で
き
る
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
署
の
指
令
室
に
は
、
送
信
装
置

を
備
、
え
つ
け
、
こ
こ
か
ら
火
災
発
生
、

火
災
箸
報
の
発
令
、
大
規
脱
地
誌
の
警

戒
宣
言
、
災
害
予
報
な
ど
の
緊
急
情
報

を
一
般
家
庭
に
伝
え
ま
す
。

一
受
信
機
に

半
額
の
補
助
金

一

各
家
庭
に
設
置
す
る
受
信
機
は
、
一

台
一
万
六
千
円

(
設
置
費
も
含
む
)
で

す
が
、
市
で
は
半
額
の
八
千
円
を
補
助

し
ま
す
。
受
信
機
の
申
し
込
み
受
付
は
、

上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

(
宮
@
1
6

0

0
)
で
行

っ
て
い
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

上
小
広
域
消
防
本
部
総
務
謙

骨
U

品川習。，
u
E
d
n
u
-
-

肢
も
被
さ
の
大
き
か
っ
た
作
物
は
、

リ
ん
ニ
と
ふ
ど
う
で
、
リ
ん
こ
は
紋
終
川

摘
果
の
終
わ

っ
た
と
こ
ろ
に
ひ
ょ
う
の
川

上田信用金庫塩田支応で

税金などの支払いができます
「上岡市海の家」のご利用を

7/1---8/31谷浜と能生に

上回信用金庫塩田支庖(本郷766番地5)が、市の指定

金融機関として、 7月26日から税金、使用料などの納

入事務を取り扱うことになりましたので、お知らせし

ます。

b谷浜海岸…旅館「飯田屋」 宮0255⑮2101・2757

b能生浜海岸一-民宿「かなはち」 宮02556⑥2316

串お申し込みは逗話て・直接、 t毎の家へ。予約を取り消す

ときは、必ず海の家へご遥絡を。
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書損め自まな被 いもに無の今 で直摘り

2喜一zてK益宅 被 Tf事号室:元号?去さT
リ↑面業斜jo ま営家は 営災 出ら予光が Jびし受終と型
最共持た農に、 直血 てれ定景飛たまけ わぶ空
と員済資、指対闘 辰辰 ぃ、のでび校い た つc~ 

2高史会雲立主民 警家 手?官主翌年f二222
実じ良貸希徹農 |掲 導に 。ん、 。たれアニ、子 ，f)' 

智大空手芸号安Zり 63 5:tJZZ;ぷ
て打iは続家図無力 結骨 惟みに、、 どのひご作
い害地きに つ れ[を !竪 でや、閣_)，う キよは物
主通区をはて交得 底 き葉盆内どはズ う 紋 l央
て知の進、い付て、'ーー むが前はう、 カ、の終

昭和 57年 標準地価格表

部 867 ~;一 一

が連続3回

だ

、降ひょう、

えつー (5)一一一-11州 157年 7H 16日 広報

果樹など農作物に被害

五
月
二
十
五
日
、
六
月
十
一
日
、
六

月
二
十

一
日
の
三
回
に
わ
た
リ
上
山
地

ん
を
決
，
た
附
ひ
ょ
う
は
、
リ
ん
ニ

ふ
ど
う
な
と
の
民
作
物
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
告
制
は
、

三

回
の
降
ひ
ょ
う
併
せ
て
約
三
位
二
千
七

行
万
円
に

の
ほ
り
、
口
取
近
の
降
ひ
ょ
う

に
よ
る
被
害
の
っ
ち
で
は
、
最
も
大
き

な
一
組
に
の
は
っ
て
い
ま
す
。

被
害
の
大
き
い

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う

降
ひ

ょ
う
は
、
町
祖
国
・

室
引
の

一
部

の
地
域
を
除
い
た
広
い

範
囲
に
、
り

ん

ご
、
ぶ
ど
う
、
花
、
野
菜
な
ど
、
面
村

に
し
て
約
三
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

作
物
に
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

降
ひ
ょ
う
の
た
め
、
キ
ズ
だ
ら
け
に
な
っ
た
り
ん
ご
(
奈
良
尾
で
)

標
準
地
価
格
を
閲
覧

地
側
公
示
法

(昭
如
四
十
四
年
法
第

四
十
九
号
)
第
七
条
校
び
地
価
公
示
ム
日

帳
凶
此
胤
紅

(
昭
和
凹
十
九
年
上
田
市

告
不
第
二
十
一
日
す
)
に
よ
リ
、
昭
和
五

十
七
年
地
価
公
示
に
係
る
図
書
を
次
に

よ
り
一
般
の
凶
覧
に
供
し
ま
す
。

上
田
市
長
水
野
裕
れ

閲
覧
場
所

:
上
田
市
役
所
企
画
調
係
課

閲
覧
日
・
・
六
月
二
十
九
日
か
ら
三
年
間

の
各
日

(
日
叫
目
、
祝
日
、
そ
の
他

市
の
休
日
を
除
く
)

閲
覧
時
間
-
-
-
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で
と
午
後
一
時
か
ら
同
五
時
ま

て
(
土
叫
日
は
正
午
ま
で
)

そ
の
他

:
凶
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
係

長
に
申
し
出
て
、
そ
の
情
不
に
従

っ

て
く
だ
さ
い
。

標準地に
標準道地の

t主導鶴地市{計眼他画瞬で法標平準地の ついての
鉄その

標準地 保rjI，地の所在及びI也番並
1 方メ 標準地

保準地 保準地の利用 標現準況地周辺の土地利用の 標準I也の前面
水道、ガ

他の王施要 法るその
番号 ぴに住居表示

ートル当 の地積
の形状 の現況 道路の状況

ス供給施
な交通 令の申lたりのliIIi (m' ) 設及び下
設との接 主要なLの倍 (円) 水道の笠
近の状況

備の状況

一⑮(一一620一一住、一2ー専0一一0ー一) 上回 上田市「紘総がか丘丘11丁目2431 62，300 322 I : 1. 2 住宅 W2 並中規模の一般住宅が建ち 南 4m私道
水道、ガ 上田駅

-1 番2'~t tJ ' frl-27-55J ."住宅地員長 ス 2 ，Ikm 

2 大字上田原字天/原1260
27.900 265 1: I 住宅 WI 

中規模の一般住宅が多い
南 6m市道

水道、ガ 上田駅

⑨ ー⑨(目衝別窓防火番50 住宅地主主 ス 3，5km 

5 -I I 中央:央2丁目47S6番1外「中 390.000 96 I : 1.5 庖舗 SRC4 百貨庖を中心とする商業 西17m国道 水道、ガ 上田駅2-4 -2J 地域 ス、下水 550m 
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乳
ガ
ン

乳
ガ
ン
は
U
T
く
み
つ
け
る
と
泊
り
ま

す
の
で
、

一二
十
歳
を
過
き
た
ら
月
一
一
凶

の
自
己
検
貨
を
年
一
回
専
門
医
に
よ
る

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ガ
ン
は
、
体
を
つ
く

っ
て
い
る
細
胞

が
変
化
し
て
お
こ
る
病
気
で
す
。
ガ
ン

細
胞
は
自
分
勝
手
に
ど
ん
ど
ん
柄
、えて、

い
ろ
い
ろ
な
臓
器
に
転
移
し
ま
す
。
初

期
に
は
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
党

旋
状
が
現
わ
れ
た
と
き
は
、
か
な
り
進

ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

し
か
し
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
乳
カ

ン
は

H

し
こ
り
H

と
い
う
症
状
で
現
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
自
分
で
勾
を

つ
け
て
い
れ
ば
早
く
発
見
で
き
ま
す
。

一
番
か
か
り
ゃ
す
い
年
代
は
、
四
十
歳

か
ら
六
十
歳
で
す
。
乳
房
検
診
で
は
、

千
人
受
け
る
と
一
人
の
割
合
で
、
早
期

ガ
ン
が
み
つ
か

っ
て

い
ま
す
。

えつ広報

乳
ガ
ン
の

で
き
や
す
い
部
位

ー第 867号

内
側ぺ外11llJ 

カ
ン
が
で
き
や
す
い
こ
と
を
示
し
て
い

去
す
。
す
な
わ
ち
、
乳
房
の
外
側
の
上
半

分
が
最
も
で
き
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

乳
ガ
ン
自
己
検
査
法

毎
月
一
回
、
月
経
が
終
わ
っ
て
か
ら

四
、
五
日
た
っ
た
こ
ろ
行
い
ま
す
。
閉

経
後
の
人
は
、
毎
月
、
日
を
決
め
て
行

い↓よ
!レょ
、っ。

ー
、
鋭
に
自
分
の
両
方
の
乳
房
を
写
し

て
、
変
化
が
な
い
か
よ
く
見
ま
す
。

①
左
右
の
乳
首
の
位
置
が
ず
れ
て
い

な
い
か
。

②
乳
首
が
へ
こ
ん
だ
り
、
温
疹
の
よ

う
な
た
だ
れ
が
で
き
て
い
な
い
か
。

③
乳
房
の
ど
こ
か
に
、
く
ぼ
み
、
ひ

き
つ
れ
た
と
こ
ろ
が
な
い
か
。

2
、
さ
わ
っ
て
み
て

n

し
こ
り
命
い
か
な

い
か
み
ま
す
。

①
手
の
ひ
ら
全
体
で
、
特
に
指
の
腹

に
神
経
を
集
中
さ
せ
る
よ
う
な
気

持
ち
で
、
両
方
の
乳
房
を
ま
ん
べ

ん
な
く
さ
わ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、

指
で
つ
ま
ま
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
と
に
、
図
で
示
し
た

よ
う
に
外
側
の
上
半
分
を
念
入
り

に
さ
わ
り
、
調
べ
ま
す
。

②
左
右
の
舵
の
下
を
、
親
指
を
支
点

に
し
て
グ
リ
グ
リ
が
な
い
か
を
調

べ
ま
す
。

③
左
右
の
乳
首
を
軽
く
つ
ま
み
乳
を

し
ぼ
り
出
す
よ
う
に
し
て
、

血
液

の
ま
じ
っ
た
よ
う
な
薄
い
液
体
な

ど
異
常
な
液
体
が
出
な
い
か
調
べ

ま
す
。

H

し
こ
り
々
が
あ
る
こ
と
に
一
気
づ
い

た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
専
門
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

検
診
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
人

乳
ガ
ン
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
に
原
因
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

特
に
次
の
項
目
に
あ
て
は
ま
る
人
は
、

日
ご
ろ
か
ら
注
意
し
て
検
診
を
受
け
早

期
発
見
に
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

一

0
初
潮
の
早
か
っ
た
人

O
未
婚
か
晩
一

婚
の
人

O
子
供
の
少
な
い
人

O
離
一

乳
が
早
く
、
人
工
妊
娠
中
絶
が
多
い
人
叫

O
家
族
に
乳
ガ
ン
に
か
か
っ
た
人
が
い
一

る

人

山

泊
日
出
は
み
ん
な
で

多い契約解除のトラブル

(生活環撤回 4100内線301 ) 
上田消費生活センタ-ft⑮0998

1訪問販売 l
最
近
は
、
学
習
教
材
の
契
約
解
除
を

め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ

l
ス
が

跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
多
く
は
、
訪

問
販
売
に
よ
る
も
の
で
す
。

相
談
事
例

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
二
日
数
ペ

ー
ジ
や
れ
ば
学
力
が
つ
き
、
添
削

指
導
と
電
話
相
談
も
受
け
ら
れ
る
」

と
勧
め
ら
れ
、
中
学
三
年
間
分
の

教
材
を
三
十
九
万
円
余
で
契
約
し

た
。
教
材
は
一
年
生
分
だ
け
納
品

さ
れ
、
子
供
は
サ
ー
ビ
ス
分
に
手

を
つ
け
た
が
、
や
る
気
を
な
く
し

た
の
で
解
約
し
た
い
。
会
社
へ
解

除
を
申
し
入
れ
た
が
、
解
除
で
き

な
い
と
言
わ
れ
た
。

こ
の
事
例
の
場
合
、
無
条
件
解
約
(
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
)
期
聞
は
過

g
て
い

ま
し
た
が
、
三
年
分
を
契
約
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
年
分
し
か
納
品
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
違
約
金
を
払
う
こ

と
に
よ
り
契
約
を
解
除
で
き
ま
し
た
。

こ
の
種
の
相
談
の
多
く
は
、
消
費
者
の

一
方
的
理
由
に
よ
る
契
約
解
除
の
申
し

出
が
多
く
、
代
金
金
額
を
払
わ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
り
、
仮
に
業
者
が
解
除
に

合
意
し
て
も
高
い
解
約
料
を
と
ら
れ
る

の
が
一
般
的
で
す
。

契
約
は
、
一
方
の
気
持
ち
が
変
わ
っ

た
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
む
や
み
に
解

除
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解

除
で
き
る
場
合
は
、
次
の
場
合
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
約
束
ど
お
り
履
行
さ
れ
な
い
場
合
。

(
納
品
期
限
を
守
ら
な
い
。
商
品
に

欠
陥
が
あ
る
と
き
な
ど
)

②
契
約
の
と
き
、
解
除
で
き
る
場
合
を

定
め
、
そ
の
事
実
が
生
じ
た
と
き
。

③

一
方
が
解
除
を
申
し
入
れ
、
も
う
一

方
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
と
き
。

子
供
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
の
こ
と
を
し
て
や
り
た
い
の
が
親

心
で
し
ょ
う
が
、
契
約
の
前
に
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
価
格
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

な
お
.
分
割
払
い
で
購
入
し
た
場
合
、

契
約
日
を
入
れ
て
四
日
間
以
内
で
あ
れ

ば
、
書
面
で
解
除
を
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
無
条
件
で
解
除
で
き
ま
す
。
(
ク

l

リ
ン
グ
・
ォ

7
制
度
と
い
い
ま
す
』

連
ど
、
つ
ろ
う
の

お
申
し
込
み
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③
乳
一
聞
の
ど
こ
か
に
、
く
ぼ
み
、
ひ

き
つ
れ
た
と
こ
ろ
が
な
い
か
。

2
、
さ
わ
っ
て
み
て
H

し
こ
り

。
が
な

る 0 芋L
人家が
族早
にく
宇L
tJ 人
ン 工
に 妊
か 娠
か 中
つ 絶
アニ カ、
人 多
カ<' ~ 、

い 人

で
き
や
す
い
部
位

下
同
は
、
数
千
の
大
き
い
都
位
ほ
ど
乳

泊
日
出
は
み
ん
な
で

夏
の
夜
を
楽
し
く

市
民
の
祭
り
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
ま
で
あ
と
半
月
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

祭
り
も
昨
年
は
十
周
年
を
迎
え
、
花
火
大
会
や
姉
妹
都
市
出
石
町
か
ら
大
名
行

列
の
特
別
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
月
三
十
一
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
お
祭
り
ム

l
ド
が
盛
り
あ
が
っ

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
は
市
民
み
ん
な
の
夏
祭
り
で

す
。
市
民
総
参
加
で
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

均
例
・lて
縮
問
料中・

U
だ

い勺

会
社

へ
解

除
を
申
し
入
れ
た
が
、
解
除
で
き

な
い
と
言
わ
れ
た
。

七
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
各
速
の
申

込
受
付
は
、
こ

の
十
五
日
で
締
め
切
ら

れ
ま
し
た
。
本
番
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。

申
し
込
み
を
さ
れ
た
各
速
は
、
そ
れ
ぞ

れ
本
番
に
備
、
え
て
、
毎
日
練
習
に
余
念

が
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

事
務
所
7 開
月き
26は
日
(月)

例
年
の
と
お
り
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」

の
事
務
所
が
、
上
田
商
工
会
議
所
の
二

階
に
置
か
れ
ま
す
。

事
務
所
聞
き
は
、
七
月
二
十
六
日
開

午
後
一
時
か
ら
行
い
ま
す
。
事
務
所
聞

き
が
済
む
と
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の

事
務
は
、
す
べ
て
こ
の
事
務
所
で
行
い

ま
す
。

電
話
は
、
⑮
0
7
2
0
番
で
す
。

連

立ミ

づ議

月は
28 
日
(7.1<) 

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
連
に
は
、

連
会
議
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
連

会
議
は
七
月
二
十
八
日
附
で
す
。

こ
の

会
議
で
は
、
連
の
配
置
、
当
日
の
注
意

事
項
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

連
の
先
頭
に
立
て
る
「
連
ど
う
ろ
う
」

の
紙
、
う
ち
わ
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

連
の
代
表
の
皆
さ
ん
は
、
必
ず
出
席

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ヨ-
a
4-
q
1
1
3
4
J
4
4
4

円
u
L
E
ι
伺

M
H
rpd吋
V
4
L
4
a
少
4

ば、

書
面
で
解
除
を
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
無
条
件
で
解
除
で
き
ま
す
。(ク

l

リ
ン
ク

・
オ
フ
制
度
と
い
い
ま
す
)

連
ど、
つ
ろ
う
の

お
申
し
込
み

連
の
前
に
は
、
「
連
ど
、
つ
ろ
う
」
を
必

ず
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
速
や
新
し

い
逮
に
は
、
事
務
局
で
実
費
(
一
本
三

千
円
程
度
)
で
お
わ
け
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
中
古
口
聞
の
千
五
百
円
の
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
事
務
所
聞
き
が
済
ん
だ
ら
お
早
め

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

放
送
設
備
の
取

り

付

け

お
祭
り
の
数
日
前
か
ら
、
ス
ピ
ー
カ

ー
な
ど
の
取
り
付
け
作
業
が
始
ま
り
ま

す
。
音
量
の
試
験
な
ど
で
、
お
祭
り
広

場
付
近
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
や
通
行
の

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
演
奏
速
は
、
も
う
今
月
の
初
め
か

ら
上
回
公
園
の
中
の
総
合
展
示
館
で
練

習
を
始
め
て
い
ま
す
。
二
十
六
日
か
ら

は
毎
晩
、
こ
こ
で
練
習
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
踊
り
速
の
皆
さ
ん
も
純
明
引
を
兼

ね
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

戸
締
ま

4用
{心!



第11図上回わっしょい案内図
.交通規制.パス路線変更・タクシー乗り場

7月31日の交通規制は、原町・海野町・松尾町・大門町の各通りは、午後5時から10時 O分まで
通行出来ません。なお鷹匠町~上田駅~西武まではは午後6時までお祭り広場へ車の乗り入れ
ができます。周辺道路も交通が規制されます。警察・交通安全協会員・交通指導員の指示に

きません。

付近の道路は駐車禁止

になっています。パス・

電車をご利用してくださ

l¥ 

7月31日フ。ロク.ラム

みこし 5:00~7:30

おどり 7:45~9:45

~歩行者道路←一一方通行

:::::::::::::::主:;:う回路 ←・・・・・一方通行解除(ただし

歩行者道路は積断できない)



バス停移動

午後7:00以後駅前

バス停がここ

へ移動

午後 7 時~10時30分、駅前タク

シー乗り場は、上田駅待合所前

へ移動。

午後10時30分以降は、ふだんの

タクシー乗り場へ移動。

古舟橋へ
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さあ上回わっしょい

み
こ
し
は

5
時
か
ら

踊
り
は

7
時
特
『
分
か
ら

本番です

午
後
五
時
、
お
祭
り
広
場
は
歩
行
者

用
道
路
に
な

っ
て
、
各
所
か
ら
「
み
こ

し
」
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。
今
年
も

十
数
台
の
「
み
こ
し
」
が
出
ま
す
。

ル

ー
ル
を
守

っ
て
楽
し
く
か
つ
ぎ
ま
し
ょ

う
。
「
み
こ
し
」
の
時
間
は
、
七
時
三

十
分
ま
で
で
す
。

七
時
四
十
五
分
か
ら
「
上
回
わ
っ
し

ょ
い
」
の
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。
上
回

商
工
会
議
所
横
の
ス
テ
ー
ジ
で
生
演
奏

えつ広報

' 

が
行
わ
れ
、
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の
山

が
お
祭
り
広
場
に
流
れ
ま
す
。
中
間
に

十
分
程
度
の
休
忽
を
は
さ
ん
で
、
踊
り

は
九
時
四
十
五
分
ま
で
続
き
ま
す
。

本
部
は
上
田
商
工
会
議
所
前

本
部
は
、
上
回
商
工
会
議
所
前
に
設

け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け
が
、
急
病

人
な
ど
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
例
年
、
迷
子
が
多
く
出
ま
す
。

お
子
さ
ん
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
万
一
、
お
子
さ
ん
が
迷
子
に
な

っ
た
と
き
は
、
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

iv
 

シ
ル
バ
ー
シ

l
ト
を

設
け
ま
す

原
町
の
ユ
ニ

!
と
上
田
信
用
金
庫
本

庖
前
に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席

(シ

ル
バ

ー
シ
ー
ト
)
を
設
け
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
交
差
点
付
近
は
、
例
年
、
大
変

混
雑
し
ま
す
。
お
年
寄
り
、
子
供
連
れ

の
皆
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
こ
の
辺
を

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

児
童
扶
養
手
当

交
通
規
制
は

午
後
5
時

j
m時
却
分

当
日
は
、
午
後
五
時
か
ら
同
十
時
三

十
分
ま
で
、
お
祭
り
広
場
へ
車
の
乗
り

入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
伴
っ
て

周
辺
道
路
も
交
通
が
規
制
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
祭
り
広
場
内
外
の
交
通
整
理
及
び

雑
踏
警
備
は
、
警
察
署
・
交
通
安
全
協

会
・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
停
が
移
動
し
ま
す

午
後
五
時
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の
中

の
バ
ス
停
は
使
、
え
な
く
な
り
ま
す
。

上
田
駅
前
の
停
留
所
は
、
午
後
七
時

か
ら
西
武
上
回
広
前
へ
移
り
ま
す
。
そ

の
他
パ
ス
の
運
行
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

臨時パス・電車時刻表
会社名 西武則発 行 先

赤坂行、別所温

パ上 国交通 21 : 50 泉行、丸子町行、

真田行、傍陽行

田中行、大川行、

千曲ノ〈ス 21 : 50 上室賀行、青木

行、別所温泉行
A 

下塩尻行

川中島パス 21 : 50 (5?gf?は通)
半過行

裏
面
の
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
午
後
七
時
か
ら

上
田
駅
待
合
所
前

へ
移
動
し
ま
す
。
交

通
規
制
解
除
の
午
後
十
時
三
十
分
か
ら

は
、
上
田
駅
前
へ
も
ど
り
ま
す
。
現
場

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
が
不
足
し
ま
す

お
祭
り
広
場
に
近
い
駐
車
場
は
、
わ

ず
か
し
か
収
容
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

付
近
の
道
路
は
駐
車
禁
止
に
な
っ
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
パ
ス
、
電
車
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
お
祭
り
が
終
わ
る
と
、

西
武
上
回
庖
前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
出
ま

す
。

山

町

接

土

子

ス

宮

丸

パ

-丁

ら

統

士

丁

リ

統

一一
丁
り

3
1

炉
豊
一

3
1

上

喪

-
4
4E

t

泉
恥
叶
一
泉
択
は
一
泉
収

温
畑
叫
一
温
岨
m

q
一
温
畑
斗

所
一
川
和

一所
一
川
和
一
所
百

山即

日

早

口

b

口

-n

21 : 15 

21 : 35 

22: 00 
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県民総ぐるみ運動

今
年
は
、
交
通
事
政
に
よ
る
死
者
が
川

激
附
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
六
月
山

一
一
卜
八
日
現
紅
、
昨
年
同
期
に
比
べ
二
J

卜
八
人
、
四
山
・
一
%
も
多
い
、
八
十
川

五
人
の
方
が
犠
牲
に
な

っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
交
通
事
故
の
多
発
川

す
る
夏
場
を
迎
、
ぇ
、
こ
う
し
た
事
態
に

川

歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、
七
月
十
六
日
へ

か
ら
八
月
十
六
日
ま
で
「
夏
の
交
通
死
〈

亡
事
故
防
止
・
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
。

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

〈
運
動
の
重
点
は
・・・
〉

①
老
人
及
び
夏
休
み
中
の
子
供
の
事
故
〉

防

止

川

②
飲
酒
運
転
、
速
度
違
反
、
暴
走
行
為
~

な
ど
無
謀
運
転
の
絶
滅

③
二
輪
車
の
事
故
防
止

④
シ
1

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

選挙の知識今愈

児童扶養手当は、父と生計を共にしていない児童

を養育する人(母または母以外の養育者)に支給され

る手当です。また、特別児童扶養手当は、障害児を

養育する人(父か母または父母以外の養育者)に支給

される手当です。

この 2つの手当の支給額が改定され、昭和57年9

月分から次のように増額されます。

*児童扶養手当

養育児童 1人の場合

養育児童2人の場合

*特別児童扶養手当

1級障害児童の場合

2級障害児童の場合

57年9月分から

3万1，200円→3万2，700円

3万6，200円→3万7，700円

3万6，000円→3万7，700円

2万4，000円→2万5，100円

ホ明るい選挙推進運動、が30周年

昭和27年 6月、現在の「明るい選挙推進運動」の源と

なる公明選挙連盟が、民聞の有志によって結成され、初

めてこの運動が組織だって全国的なものとして実行きれ

るようになりました。その時から数え、本年は30周年に

あたる意義深い年です。

運動の起こりは、昭和26年に行われた第 2回統一地方

選挙があまりにも違反腐敗が多かった現状を憂えたこと

に始まります。さらに、次の総選挙に向けて事前運動が

横行していた当時の選挙の実態を、何とかしなければな

らないと立ち上った有識者のグループが、民聞の有志に

働きかけ実現となったものです。

その後、組織の運動、名称、また運動の内容も幾多の

変遷を経ながら、現在の運動にまで発展してきました。

今日では、都道府県はもとより、ほとんどの市町村に民

閉め方々の手による明るい選挙推進協議会が設置され、

①明るい選挙の呼びかけ、②政治倫理化運動の推進、③

投票総参加の呼びかけを大きな柱にして、地元選挙管理

委員会と一体となって運動を展開 しています。

上田市明るい選挙推進協議会は、連合自治会、各種団

体から選出された人たち、学識経験者などを含めた78名

の推進委員によって組織されています。また、社会教育

団体、青年団、婦人会など他の民間諸団体とも連絡を密

にしながら、話し合い事業、学習講座、広報活動など幅

広い活動を通じて、明るい選挙の実現をめざしています。
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子供たち
(2)夜間の外出、両親の留守家庭への集まリはしなL、。

(3)スーパ一、デパート、その他商庖に入って、商品

をいじったり、見歩いたりしなし、。(万引き II)jJI:) 

(4)用事もないのに街をぶらつかなし、。

(5)不必要なお金を持ち歩いたり、友だち同士でお金

の貸し借 りをしない。

(6)買い食い、食べ歩きをしない。

(7)自動販売機を不必要にいじらない。

(8)外出する時は、定められた服装で、行き先、同行

者、要件、帰宅時刻を家人に知らせる。

(9)医者、盤などの行き帰 りの途中でゲームや買い食

し、をしない。

(10)テレビの視聴は計画的にする。深夜放送は、健康

上よくないので聞かなし、。

子供たちが指折り数えて待っている夏休みが、

もうすぐやっ てきます。 この楽しい夏休みを前に

市内の小中学校では、次のことについて話し合い

申し合わせました。市民の皆さんにも、明日の上

田市を背負う子供たちの健全育成のために、ご協

力くださるようお願い します。

5.水の事故に気をつける

(1)定められた場所以外では泳がない。

(2)プール以外で泳ぐ時は、必ず大人と一緒に行く 。

(3)許可めない河川、池などで魚、と りや水遊びをしない。

(4)市営プール、塩田の運動公園プールは、必ず大人

と一緒に行く 。衣類には記名し、 ft重品は持参し

ない。中学生は、身分証明書を各自持参する。

〈入場時刻と料金〉

市営プール-一午前9時一午後4時30分

半日30円(大人50円)

運動公園プール・ー午前 9時30分一午後 4時

半日 100円(大人200円)

子供たちが、生き生きと遊び、手伝い、学習に取 り

組み、家族の一員として生きる喜びを味あわせていた

だきたいと思います。家庭で地域で 1人 1人の子供の

よさ を認め、も し過ちがあ ったら、すぐその場で注意

し、改めさせてください。

子供たち 1人 1人が、①自分の目標を持って、②計

画的に自由研究や学習をし、③進んて健康作りやお手

伝いをして、④健康でい事故のない夏休みができますよ

うに、ご指導ください。

|規則正しい生活をする

(1)友だちを誘うのは、午前 9時以後とする。

(2)タ万の帰宅は、愛のf革、有線放送の報知時五IJの午

後6時までとする。

(3)盆お どり、花火大会などは、午後 9時30分までと

する。

14)上回わっしょいは、午後10時30分までとする。

(ただ し、塩田、 川西、五中地区は学校で-定めた

時五IJとする )

15)夜間の外出は、家人、または成人ヵ、同伴すること 。

1，交通安全に気をつける

(1)fHもたちだけで自転車の遠乗りはしない。

(2)自転卓乗りは、学校で定めた地域内とする。 2人

乗りはしない。

(3)ノ〈イクの運転はしない。また、乗せてもらわなし、。

1火災や花火の事故をなくす

(1)7，/チ、ライターなどを持ち歩かない。

(2)花火をあげてよい日は、 8月6 ・7日と 12日か ら

16日までとする。

(3)花火を改造したり、間違ったあげ方をしない。

(4)花火をあげた場所の跡かたつ‘けをきちんとする。

15)家の近くでは、花火をあげない。

4善悪のけじめをつける

1)"Tーム場、パチンコ庖、喫茶底、許可のない映函

館などに入らなし、。

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

環
境
諜
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
2

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く
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企林道原峠線が完成
このほど林道原峠線が完成し、 7月8日あいに くの雨の中、開通式

が行われました。林道原峠線は、 御所を起点として昨年の秋完成し

た自然運動公園に通ずる道で、全長約1，800m、l隔員 4mです。

この道路の開通によ り運動公園の利用度はさらに増すとともに、

県道上田塩回線のバイパス的役割 リも果たすものと期待されていま

す。

惨インドから12人が養蚕技術の研修
インドから訪れた12人の養蚕技術者が、 6月中旬から上回蚕種協

業組合と信大繊維学部で、養蚕技術の研修に励んでいます。

上 回蚕種協業組合で蚕種製造技術を学んでいるのは、若い女性 3

人を含めた 8人の技術者。一方、信大繊維学部では、インド政府ーか

ら派遣された 4人の研究者が養蚕の基礎的な技術 を学んでいます。

(写真は、永野市長に表敬訪問するため市役所を訪れた時のスナップ)

2 .交通

(1)子供た

(2)自転車1

乗 りは l

(3)バイク 4

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を

か
不
用
品
登
録
情
報
て
と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
二
十
五
回
目
で
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

すべ り台

メリーゴーラ ンド

二段べ y ド

f斤り たたみいす 55年賜入

〈希望i踊絡) Iゆずってください

無料

( 7月8日現在)

ベビーベッド

ベ ビーラ yク

自動車用子供いす

三輪も普通自転車

その⑧ (主なもの)

足F占みミシ ン

洗濯機

環
境
課

へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
す
っ
て

ほ
し

い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず

っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
口
聞
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
き
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず
十
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

課

承

境

了
環

ご
活

で

生

の
す

‘
』
リ

#4F

』

、d

''L

。
・44

し
を
か

ま
絡
い

り
述
一

負

あ
ご

を

が
に
任

物

軽

責

口問

気
い
お
は

し

へ
て

ヰ

6

L

て
引

っ

つ
同

に

ず
刊
ど

ゆ

F
な

nu

・ν
、n
U

/

物

叫

ブ

ロ
間
切
竺
フ

、
宝

卜

‘ν
a7

・

た
(

め

い

り
係
後
さ

ず
活
介

だ

ゆ
生

紹
く

0

0

 

3 火災や司

(1)マ ッチ、

(2)花火を J

16日ま て

(3)花火を己

(4)花火をJ

(5)家の近〈

カ、スレンジ・カ、ス台

シングルベッド

流し台 ・下駄箱

和文タイ プ

もちつき用石うす

天体望遠鏡

ぶら下カ、り健康器

2，000円

500円

1，200円

5，500円

10，000円

3，000円

無料

7，000円

3，000円

500円

1，000円

ゆずります

不用品登録情報

十斤りたたみ十凡 55年購入、 48cmx 180cm 

盆栽用たな 欽竹~ 、 4 段、 償 1 .8m 高き 1 m 

プロパン用湯沸し器 1年使用

石油ストープ

10，000円

カラーテレビ 中引

カーぺ yト 6公用

イオ ン水器 2か刈使用

ノぞンフラワーセ ット テキス 卜付

エレクトーン補助ペタル

0その他、学科教材用テープレコーダ一、

自動l血圧計などもあります。

4善悪のt:

(1)ゲーム持

館などに

ベビーカー

顕微3見
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お知らせ
H
H
県
民
芸
術
祭

l

え

N
H
K
交
響
楽
団
の

演
奏
会

つ広報

社
会
教
育
際
文
化
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
1

市
教
育
委
員
会
は
、
長
野
県
と
共
催
で

第
三
白
長
野
県
県
民
芸
術
祭

(
N
H
K

交
響
楽
団
演
奏
会
)
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

と
き
・
:
八
月
二
十
三
日
間
午
後
六
時

三
十
分
・
開
演

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

演
奏
者
:
・

N
H
K
交
響
楽
団
員
百
二
十

名
(
指
揮
・
山
田
一
雄
、
ソ
リ
ス
ト
・

植
田
克
巳
)

演
奏
曲
目
:
・
①
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
プ
ロ

メ
テ
ウ
ス

の
創
造
物
」
序
曲
、
②
ベ

l
ト

ベ
ン

・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
五

ー第 867号

番
変
ホ
長
調
作
品
七
十
一
ニ
「皇
帝
」
、

③
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
・
交
響
曲
第
五
番

ハ
短
調
作
品
六
十
七
「
運
命
」

入
場
料
・

:
A
席
五
千
円
、

B
席
四
千
円

立
見
席
(
当
日
予
定
)

入
場
券
・
:
次
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
七
月

二
十
五
日
に

一
斉
発
売
の
予
定
(
上

田
西
武
、
河
合
楽
器
、
琴
光
堂
、
小

枝
時
計
庖
、
二
葉
楽
器
、
ほ
て
い
や
、

ヤ
ナ
ギ
ヤ
楽
器
)

学
校
六
年
生
に
限
る
)
は
、
担
任
の
先

生
ま
で
早
自
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
八
月
十
八
日
制
午
後
二
時
・

開
演

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館

上
演
種
目
・
・
音
楽
劇
「
人
間
に
な
り
た

が
っ
た
猫
」

出
演
:
・
市
村
正
親
ほ
か
劇
団
四
季

そ
の
他
・
:
当
日
は
、
各
小
学
校
ご
と
に

先
生
の
引
率
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

S
F
商
法
に
は

慎
重
な
対
応
を

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(
⑪

8
5
1
7

生
活
環
境
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

S
F
商
法
の

S
F
と
は
、
新
製
品
普

及
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
が
、

こ
の
商
法
の
特
徴
は
、
閉
め
き
っ
た
場

内
で
熱
狂
的
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て

商
品
を
買
わ
せ
る
も
の
で
、
催
眠
商
法

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
手
口
は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人

た
ち
に
最
初
は
安
い
日
用
品
な
ど
を
た

だ
で
配
り
、
販
売
員
の
巧
み
な
話
術
で

催
眠
状
態
に
お
と
し
入
れ
て
、
最
後
に

市
価
よ
り
も
高
い
商
品
を
売
り
つ
け
る

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
こ
で
主
と
し
て

販
売
さ
れ
る
商
品
は
健
康
食
品
、
医
療

用
器
具
、
寝
具
な
ど
で
す
が
、
品
質
の

劇
団
四
季
に
よ
る

「
こ
ど
も
芸
術
劇
場
」

社
会
教
育
課
文
化
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
1

「
こ
ど
も
芸
術
劇
場
」
が
、
今
年
も

文
化
庁
、
長
野
県
、
市
教
育
委
員
会
の

主
催
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
上
演
さ
れ

ま
す
。鑑
賞
を
希
望
さ
れ
る
子
供
き
ん
〈
小

市
営
住
宅

補
充
入
居
者
を

検
査
内
容
血
液
生
化
学
検
査
、
尿
検

査
、
肺
機
能
検
査
、
心
電
図
験
査
な
ど

十
一

項
目
の
検
査
と
体
力
測
定

(希

人
の
場
合
、
第
一
種
住
宅
は
年
間
収

入
二
百
十
二
万
一
千
九
百
九
十
九
円

以
上
三
百
四
万
一
円
以
下
、
第
二
種

割
り
に
値
段
が
高
く
医
療
器
具
の
場
合

オ
ー
バ
ー
な
効
能
を
う
た
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
も

受
け
に
く
く
、
不
用
な
も
の
を
雰
囲
気

で
買
わ
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
問
題
点

が
あ
り
ま
す
。

S
F
商
法
で
は
、
消
費
者
が
冷
静
な

判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
後
に
な

っ
て
返
品
を
し
た
く
な
る
場
合
が
多
い

の
で
、

S
F
商
法
に
よ
る
販
売
を
行

っ

て
い
る
と
き
に
は
、
冷
静
に
な

っ
て
慎

重
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
て
す
。

土
地
・
建
物
の

登
記
簿
謄
抄
本
を

請
求
さ
れ
る
方
へ

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

宮
⑮
2
0
0
1

最
近
は
、
土
地
建
物
の
登
記
簿
謄
抄

本
の
交
付
件
数
が
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
謄
抄
本
の
交
付

請
求
に
来
庁
さ
れ
る
方
々
の
中
に
は
、

請
求
さ
れ
る
土
地
、
建
物
が
正
確
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
適
切

な
処
理
を
阻
害
し
て
い
る
原
因
の

一
つ

と
な

っ
て
い
ま
す
。

法
務
局
で
は
、
適
正
迅
速
な
処
理
を

は
か
る
た
め
、
銀
行
な
ど
金
融
機
関
や

車
庫
証
明
、
建
物
取
得
控
除
、
住
宅
手

当
、
農
業
者
年
金
な
ど
に
必
要
な
土
地
・

建
物
の
登
記
簿
謄
抄
本
を
請
求
さ
れ
る

此
自
さ
ん
に
、
次
の
占
山
ー
を
い
ね
断
聞
い
l
レ
て
い

2期

ま
す
。

申
請
書
に
正
し
く
記
載
を

申
請
書
に
は
、
土
地
(建
物
は
敷
地
)

の
所
在
(
大
字
)
地
番
(土
地
の
番
号

)

を
、
建
物
の
と
き
は
き
ら
に
家
屋
番
号

か
所
有
者
の
ど
ち
ら
か
を
記
載
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

正
確
な
所
在
と
地
番
は
、
登
記
済
証

(
い
わ
ゆ
る
「
権
利
証
」
)
で
確
認
し
、

も
し
地
番
に
次
の
よ
う
な
符
号
の
あ
る

も
の
は
、
そ
こ
ま
で
正
し
く
記
載
し
て

く
だ
き
い
。

(
例
)
四
二
三
番
三
(
:・
が
符
号
で

す
)住
居
表
示
の
場
合
は

上
田
市
は
、
一
部
の
地
域
で
住
居
表

示
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は

0
丁
目

O
番
O
号
と
住
居
表
示
番
号
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

住
居
表
示
番
号
は
街
区
符
号
と
住
居
番

号
で
あ
っ
て
「
土
地
・
建
物
の
地
番
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

去』い
。

(
例
)

× 
ち登
勺記 中 1
を簿 央|所
書謄 酉 l杢
い抄 二 {大
て本 丁| 実
(を ←目 jー
だ諸
き求 三) ~ 
いす 三!三
る 八 l本
際三 [i75
は 番 l番
二 l号

。
置期です。

すよ 7、

です。

t> 



メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
」
序
曲
、
②
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
五

第 867号一

市
営
住
宅

補
充
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

管
理
課
住
宅
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
5

市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を
次
の
と
お

り
必
集
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は

八
月
二
日
川
か
ら
同
三
十
一
日

ωま
で

に
、
市
役
所
管
理
諜
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〈
募
集
団
地
〉

桜
団
地
第
一
位
住
宅
、
桜
台
団
地
第
二

柿
住
宅
、
岡
団
地
第
二
種
住
宅
、
梅
が

丘
団
地
第
二
種
住
宅
、
上
田
原
団
地
第

二
純
住
宅

(中
高
層
)

〈
家
賃
〉

桜
台
団
地

・
梅
が
丘
団
地
・
:
二
千
七
百

円
1
三
千
円

桜
団
地

・
上
田
原
団
地
・
:
八
千
六
百
円

ー
一
万
九
千
円

〈
入
居
資
格
〉

O
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
先
の
あ

る
人
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

O
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
人

O
単
身
入
居
に
つ

い
て
は
、

六
十
歳
(
女

性
は
五
十
歳
)
以
上
の
入
、
そ
の
他

特
定
の
人
(
単
身
入
居
は
、
三

K
以

上
の
住
宅
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
)

O
市
営
住
宅
入
居
収
入
基
準
に
該
当
す

る
人
(
例
、
給
与
所
得
者
で
扶
養
一

だえつ-ω 一一一一 昭和57年 7月16日 広報

ま
す
。鑑
賞
を
希
望
さ
れ
る
子
供
き
ん
(
小

人
の
場
合
、
第
一
種
住
宅
は
年
間
収

入
二
百
十
二
万
一
千
九
百
九
十
九
円

以
上
三
百
四
万
一
円
以
下
、
第
二
種

住
宅
は
二
百
十
二
万
一

千
九
百
九
十

九
円
以
下
)

受
診
をお
勧
め
し
ま
す

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

市
で
は
、
成
人
病
め
予
防
と
健
康
増

進
の
た
め
、
県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ

ー

(
長
野
市
若
里
)
で
受
診
さ
れ
る
よ

う
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通

常
の
諸
検
査
の
ほ
か
に
特
に
体
力
測
定

を
行
い
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
最
新
の

分
析
装
置
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
使
用

し
て
健
康
状
態
を
詳
し
く
説
明
し
て
く

れ
ま
す
。

今
回
は
、
市
役
所
前
か
ら
健
康
セ
ン

タ
ー
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
す
る

予
定
で
す
よ
同
一
地
区
で
十
人
以
上
の

お
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
近
く

ま
で
パ
ス
が
行
き
ま
す
)
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
健
康
度
を
測
定
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
・
・
・
お
お
む
ね
満
三
十
五
歳
以
上

六
十
五
歳
ま
で
の
市
民
の
皆
き
ん

募
集
人
員
・
・
・
七
十
五
名

と
い
う
も
す
。
こ
こ
で
主
と
し
て

販
売
さ
れ
る
商
品
は
健
康
食
品
、
医
療

用
器
具
、
寝
具
な
ど
で
す
が
、
品
質
の

検
査
内
容
・
血
液
生
化
学
検
査
、
尿
検

査
、
肺
機
能
検
査
、
心
電
図
検
査
な
ど

十
一
項
目
の
検
発
と
体
力
測
定
(
希

望
者
の
み
胃
検
診
)

受
診
料
，
:
八
千
百
円
(
同
時
に
胃
検
診

を
行
う
場
合
は
九
千
六
百
円
)

助
成
金

:
受
診
料
の
一
部
(
千
円
)
を

補
助
し
ま
す
が
、
補
助
の
対
象
と
な

る
人
は
三
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
人
で
、
①
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
②
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で

助
成
制
度
の
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

交
通
費
は
全
員
に
補
助
し
ま
す
。

受
診
日
・
・・
九
月
上
旬
の
指
定
さ
れ
た
日

申
込
方
法
・
:
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、
，
加
入

保
険
名
、
以
前
に
セ
ン
タ
ー
で
受
診

し
た
こ
と
の
有
無
を
、
電
話
ま
た
は

は
が
き
で
保
健
予
防
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
:
・
七
月
三
十
一
日
出
(
た

だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
)

そ
の
他
・
:
①
受
診
日
は
決
定
次
第
通
知

し
ま
す
。
②
受
診
料
補
助
対
象
者
は

受
診
決
定
後
、
印
鑑
と
保
険
証
を
ご

持
参
の
う
え
受
診
前
に
当
課
へ
申
請

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
③
受
診
当
日

は
、
午
前
七
時
ま
で
に
指
定
場
所
に

ご
集
合
く
だ
さ
い
。
④
申
し
込
み
の

取
り
消
し
ゃ
変
更
は
、
速
や
か
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
⑤
対
象
外
の
人
で

も
受
診
は
で
き
ま
す
が
、
補
助
は
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

当
、
農
業
者
年
金
な
ど
に
必
要
な
土
地
・

建
物
の
登
記
簿
謄
抄
本
を
請
求
さ
れ
る

皆
き
ん
に
、
次
の
点
を
お
願
い
し
て
い

8月の乳幼児健康診査
今月の納税

第2期固定資産税
(都市計画税)

登
記
簿
謄
抄
本
を
請
求
す
る
際
は

ち
ら
を
奮
い
て
く
だ
さ
い
。

今月の納税は、固定資産税第2期です。

税金は、納期内に納入されますよう、

ごfあカくださし、。

今月の納期限は、 7月31日(士)です。

〈担税課E⑫4100内線241・有線②0691>

町づく り

(市内中学生納税標語入選作品)

税金で明るい

みんなの

8月の乳幼児健康診査を下記により行います。受付時聞は、

いずれも午後 1時から 2時まで。

母子健康手I阪をお持ちください。

~込三 場 健診 実施日 対 象 児

4か月児
8月3日 57年 3月16日-3月31日生
8月17日 57年 4月1日-4月15日生

10か月児
8月4日 56年 9月16日-9月30日生
8月18日 56年10月1日-10月15日生上田市保健センター
8月5日 56年 1月16日-1月31日生l歳6か月児
8月19日 56年 2月1日-2月15日生

3歳児
8月6日 54年 7月1日-7月15日生
8月20日 54年 7月16日-7月31日生

4か月児
8月10日

57年 3月16日-4月15日生塩田母イー健康センター
10カ‘月児 56年9月16日-10月15日生(J孟I:fJ地区)

3 f.ri.，児 8月27日 54年6月1日-7月31日生
4か月児 57年3月16日-4月15日生

川商社会福祉センター 10か月児 8月11日 56年 9月16日-10月15日生
IlIlr有地[，() 1議6か月児 56年 1月16日-2月15日生

3 ;;託児 8月25日 54年4月1日-7月31日生



だ 昭和57年 7月16日一一一-(12)-

保
健
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

健
康
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
3

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
健
康
で
明

る
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
役
所
南
庁
舎
二
階
の
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相
談
を
毎

日
行

っ
て
い
ま
す
。

相
談
の
内
容
は
、
妊
娠
中
の
食
事
や

生
活
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
育
児
相
談
、

家
族
計
画
、
血
圧
測
定
、
成
人
病
予
防

な
ど
、
市
民
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

こ
の
他
に
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

乳
幼
児
健
康
診
断
、
療
育
相
談
、
こ
と

ば
の
相
談
、
歯
の
相
談
、
離
乳
食
講
習

会
、
健
康
教
室
、
胃
検
診
、
乳
房
検
診
、

予
防
接
種
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

えつ広報

精
神
衛
生
勉
強
会
を

聞
き
ま
す

精
神
障
害
者
上
小
地
域

家
族
会
事
務
局

告
(
⑩

3
2
4
7

第867号

ご
都
合
を
つ
け
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
七
月
三
十
日
掛
午
前
十
時

i

午
後
三
時

と
こ
ろ
:
・
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

三
階
和
室

講

師

・
:
松
本
文
男
さ
ん
(
県
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
研
究
会
長
)

内
容
:
・
話
し
合
い
に
よ

っ
て
問
題
を

解
決
し
て
い
く
中
で
、
人
の
気
持
ち

が
少
し
で
も
感
じ
ら
れ
る
よ
、
ヲ
に
な

る
体
験
学
習
で
す
。

費
用
・
:
昼
食
代

県
勤
労
者

美
術
展
の
作
品
を
募
集

東
信
労
政
事
務
所

宮
⑮
1
2
6
0

第
二
十
九
団
長
野
県
勤
労
者
美
術
展

へ
出
品
す
る
作
品
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
勤
労
者
の
皆
さ
ん
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

出
品
で
き
る
人
・
・
・
市
内
事
業
所
に
勤
務

す
る
勤
労
者

出
品
種
目
及
び
規
格
・
:
下
表
の
と
お
り

出
回
閣
の
制
限
:
・
作
品
は
未
発
表
(
職
場

で
発
表
し
た
も
の
は
き
し
っ
か
え
な

い
)
の
も
の
で
一
人
一
種
目
と
し
、

点
数
は
一
点
と
し
ま
す
。

出
品
料
及
び
納
入
・
・
・
出
口
問
料
は
五
百
円

だ
さ
い
。

出
回
聞
の
手
続
き
及
び
搬
入
・
・・
出
品
を
ご

希
望
の
人
は
、
東
信
労
政
事
務
所
に

あ
る
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、

八
月
二
十
四
日

ωか
ら
同
二
十
六
日

附
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
に
、
東
信
労
政
事
務
所

(
材
木

格規及び目種

額装 30号

(額縁とも100cmX82cm以内)

軸装 200cmX 70cm (軸長)以内

ロ
岡田出

額装 30号

(額縁とも100cmX 82cm以内)

100cm X 80cm I 
重量 30kg J 
ただし、染色120cmx 100cm以内

陶器 30cmX 30cm X 30以内

町
一
1

二

|
六
・
合
同
庁
舎
内
)
に

申
し
込
む
と
同
時
に
ご
搬
入
く
だ
さ

展
示
会
場
及
び
会
期

マ
上
回
会
場
:
・
上
田
市
総
合
展
示
館
、

九
月
二
十
三
日
附
l
同
二
十
七
日

間
午
前
十
時
i
午
後
五
時

仕上り寸法

額装 167cmX61cm以内

軸装 200cmX70cm以内

カラープリントー四つ切り

1.軸装は、本表装とすること。

2.軸装以外のものは、額装とすること。

3.特に裏張りを完全にし、合板を使用するこ
と。

l水彩、パステル、版画を含む。

2.すべて額装とすること。

1.石膏、手芸は除〈。

2.陶器のうち、破損しやすいものは除く。

3.陶器は、必ず木箱に入れること。

1色紙、短冊、びょうぶ及び刻字に類するも

のは除〈。

2.額装または本表装とすること。

3.金属額縁は、使用しないこと。
4.裏面にかぎのあるものは受け付けない。

l四つ切りについては、パネル、額縁は使用

しないこと。

2.モノクロームの四つ切りを超えるものは、
ノfネル貼りとする。

注)(1)額縁を使用する場合には、破損のない強固なものとし、ガラスを使用しないこと。
(2)額縁、パネルには、吊具を必ず取り付けること。

真
モノク ローム…四つ切り以上全紙大まで

たばこは市内で買いましょう

皆きんがお買いになる「たばこ」は、たばこ消費税と

して上田市の貴重な財源になっています。昨年度は、

1年間で約4億2，600万円(56年度実績)がたばこ消費税

として市の収入になり、明るく豊かな街づくりのため

に使われました。

出張や旅行の時も、たばこは市内で買って行きまし

ょっ。

7月は「愛の血液助け合い運動月間」
この月聞は、献血者が減少し、血液が不足がちにな

る夏場に献血思想を普及させようという趣旨で、昭和

何年に始められました。

今は健康でも、いつ、どんなときに病気や災害に見

舞われ、 血液の恩恵を受けないとも限りません。血液

η大切さを再認識するとともに、 この運動にご協力く

だきい。

1 [J t，見(t1 

(+ 63) 

(+ 35) 

(寸 28)

(十 30)
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